
●
会
費
　
月
１
、
０
０
０
円
（
１
人
）

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ラ
ポ
ー

ル
ゆ
や
へ
提
出

●
申
込
締
切
　
３
／
13
（金）
ま
で

子
ど
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
と
き
　
２
／
１
（日）

９：

00
〜

●
入
場
無
料

大
人
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
と
き
　
２
／
15
（日）

９：

00
〜

●
入
場
無
料

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
草
木
が
芽
生

え
、
生
命
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
春

は
「
モ
チ
ー
フ
」
の
天
国
で
し
た
。

家
の
近
く
に
芽
吹
い
た
猫
柳
や

土
筆

つ

く

し

、
蕨わ

ら
び

な
ど
、
画
伯
は
身
近
な
草

花
を
次
々
と
描
い
て
い
ま
す
。
香
月

の
描
い
た
ふ
る
さ
と
の
春
は
、
生
き

る
悦
び
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

見
る
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
香

ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
水
森
か
お

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
明

る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
楽
し
い
ト
ー

ク
で
も
人
気
の
水
森
か
お
り
。
演
歌

フ
ァ
ン
待
望
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
と
き
　
４
／
28
（火）

昼
の
部
／
14：

30
〜

夜
の
部
／
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）６

、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
２
０
４
２

11
月
29
日
（土）
、「
第
１
回
長
門
市

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
、
体
育

指
導
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
・
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、
数
回
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
市
内
各
地

で
体
育
指
導
委
員
と
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
広
く
市
民
に
紹
介
し
、
そ
の

普
及
発
展
を
図
り
、
市
民
の
健
康

増
進
を
目
的
に
、
市
内
広
域
の
参

加
者
を
対
象
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
三
隅
で
開
催
し
ま
し
た
。

受
付
後
は
、
市
健
康
増
進
課
の

協
力
に
よ
る
骨
密
度
や
血
管
年
齢

等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
約

50
名
の
参
加
者
は
、
初
心
者
の
部
、

経
験
者
3.9
㎞
の
部
、
経
験
者
5.5
㎞

の
部
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

杉
野
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
準

備
運
動
の
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
体
育

指
導
委
員
の
指
導
の
も
と
に
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
心
者
の
部

は
、
靴
の
履
き
方
や
手
の
振
り
方

等
の
基
本
を
中
心
に
、
パ
ー
ク
内

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
し
た
。
経
験
者
の
部
は
、
専
門

的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
三
隅
中
村
地
区

を
歩
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
小
雨
が
降
る
や
や
肌
寒

い
天
候
で
し
た
が
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
目
標
の
距
離
を
、
晩
秋
の

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
歩
か
な

い
道
を
歩
け
た
の
で
、
新
し
い
道

な
ど
の
発
見
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
途
中
天
候
が
悪
く
な
っ
た
こ

と
が
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
、
こ
れ
か
ら

も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
に
向
け

て
、
様
々
な
企
画
を
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ウオーキング大会の様子

月
芸
術
の
醍
醐
味
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
会
　
期
　
５
／
24
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

水
森
か
お
り
コ
ン
サ
ー
ト

〜
歌
謡
紀
行
〜男女共同参画社会

〈
私
の
〉
里
の
春
展

海
援
隊
（
武
田
鉄
也
・
中
牟
田
俊

男
・
千
葉
和
臣
）
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
14
（土）

17：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

４
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
４
１
７

親
し
み
易
い
！
元
気
が
出
る
！
と

好
評
の
吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

●
と
き
　
２
／
22
（日）

13：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
　
　
　
席
／
３
、
５
０
０
円

Ａ
　
　
　
席
／
３
、
０
０
０
円

Ｂ
　
　
　
席
／
２
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
Ｂ
席
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
４

故
阿
久
悠
の
秘
蔵
っ
子
、
あ
さ
み

ち
ゆ
き
の
美
し
い
歌
声
を
ぜ
ひ
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
１
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）３、

５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
５

世
界
無
形
遺
産
人
形
浄
瑠
璃
「
文

楽
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
19
（木）

・
昼
の
部
／
13：

00
〜

「
一
谷
嫩
軍
記

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

」、「
紅
葉
狩

も
み
じ
が
り

」

・
夜
の
部
／
17：

00
〜

「
二
人
三
番
叟

に

に

ん

さ

ん

ば

そ

う

」、「
御
所
桜
堀
川

ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

夜
討

よ

う

ち

」、「
傾
城
恋
飛
脚

け
い
せ
い
こ
い
び
き
ゃ
く

」

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
階
席
／
４
、
０
０
０
円

２
階
席
／
２
、
５
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

２
０
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
１
、
２
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
２
階
席
の
み

●
セ
ッ
ト
割
引
　

昼
の
部
と
夜
の
部
の
入
場
券
（
１

階
席
の
み
。
桟
敷
席
除
く
）
を
と

も
に
お
求
め
の
方
に
限
り
、
１
、

０
０
０
円
割
引
い
た
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
２
２
２
６

文
楽
公
演

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

あ
さ
み
ち
ゆ
き

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

団
員
募
集
（
第
８
期
生
）

■三隅支所（２階会議室）
２月４日（水）9：00～11：30
■日置支所（市民相談室）
２月12日（木）9：00～11：30
■油谷支所（２階応接室）
２月18日（水）9：00～11：30
■市役所本庁（会議室中）
２月27日（金）9：00～11：30
※市役所本庁での開催日が25日から
27日へ変更となりました

■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
団

員
（
第
８
期
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
公
演
予
定
　
11
月

●
練
習
日
程
　
２
週
間
に
１
回

●
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
生
。
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
に

各
自
（
保
護
者
）
で
通
え
る
人

●
予
定
人
員
　
40
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ト
コ
と
オ
ン
ナ
、
そ
の
間
に
は
互

い
に
理
解
し
得
な
い
何
か
が
横
た
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
も
あ
り
ま
す
が
、
実
社

会
の
全
て
が
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
成
り
立
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

職
場
や
家
庭
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
、
そ
し
て
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
生

涯
学
習
や
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
、
男

女
の
役
割
分
担
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

国
の
法
令
化
に
と
も
な
い
山
口
県
も

条
例
化
を
し
、
本
市
に
審
議
会
が
立
ち

上
が
っ
た
の
は
旧
長
門
市
時
代
の
平
成

12
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
１
回
目
の

推
進
計
画
を
た
て
、
合
併
後
の
平
成
19

年
に
新
た
に
「
な
が
と
男
女
共
同
参
画

計
画
」
を
策
定
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
の
こ
の

度
の
推
進
条
例
で
す
が
、
そ
の
間
９
年

の
歳
月
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

長
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

こ
の
間
、
多
く
の
委
員
の
皆
様
に
身
近

な
よ
う
で
捉
え
に
く
い
、
こ
の
男
女
共

同
参
画
社
会
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
時
に
は
私
自
身

も
参
加
し
て
私
的
女
性
観
だ
け
で
な

く
、
現
代
家
庭
の
中
で
は
オ
ト
コ
の
居

場
所
が
確
保
し
に
く
い
こ
と
や
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
う
え
で
最
も
大

切
な
「
女
性
に
対
す
る
意
思
表
現
」
が

日
本
の
男
性
は
苦
手
で
あ
る
と
い
っ
た

よ
う
な
意
見
も
述
べ
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
講
演
会
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民

の
方
々
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
機
会
も
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

全
て
の
人
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自

分
の
意
思
で
生
き
方
を
選
択
し
、
社
会

に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。

戦
後
の
民
主
主
義
の
な
か
で
久
し
く

言
わ
れ
て
き
た
「
男
女
同
権
」
と
い
う

言
葉
は
、
女
性
の
権
利
を
守
る
た
め
に

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
男

性
、
女
性
の
性
別
の
壁
を
取
り
除
き
、

同
じ
よ
う
に
社
会
参
加
や
社
会
貢
献
が

で
き
る
環
境
、
い
わ
ゆ
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
、
そ
ん
な
社
会
形
成
を
目
指

す
た
め
の
指
針
と
し
て
「
長
門
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」
が
答
申
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
で
も
明
確
に
は
捉
え
に
く
い
社

会
の
実
現
を
目
指
す
わ
け
で
す
が
、
条

例
で
は
主
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
の
推

進
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
働
き
方
を
職
場
に
お
い
て
選
択
で

き
る
自
由
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
は
難
し
く
考
え
ず
、

男
女
が
お
互
い
に
認
め
合
い
、
理
解
し

合
え
る
社
会
環
境
を
築
い
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り
で
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
問
題
に
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
大
切
な
宝
、
金
子
み
す
ヾ

さ
ん
の
〈
こ
こ
ろ
〉
を
実
践
す
る
つ
も

り
で
…
。


